
幹 部 会 報 告 事 項 
令 和 7 年 1 月 2 0 日 

防 災 危 機 管 理 局 
事 

項 

令和 6年度名古屋市国民保護訓練の実施について 

内 
 
 
 
 
 
 
 
 

容 

 

今般の世界情勢や令和 8年度にアジア・アジアパラ競技大会が控えていることも踏

まえ、令和 6年度に新たに実施することといたしました、名古屋市国民保護訓練の概

要について報告いたします。 

 
1 趣 旨 

   弾道ミサイル攻撃等による武力攻撃やテロに対して国民の保護のための措置を

的確かつ迅速に実施するため、名古屋市国民保護対策本部の主要構成員に対し、

国民保護に係る訓練を実施するもの。 

 
2 訓練想定 

   某国と日本の間で関係が悪化し、武力攻撃の可能性の示唆等もあり、武力攻撃

予測事態に認定。関係機関による検討の結果、名古屋市の一部の地域が某国の攻

撃目標になり得ると判断し、同地域で指定した要避難地域の住民の避難を実施す

るもの。 

 
3 訓練日程 

  令和 7年 1月 29 日（水）13 時 30 分～15 時 30 分 

 

4 訓練場所 

  市役所東庁舎 1階 災害対策本部室 

 

5 訓練参加者 

  本部長、副本部長、本部員、幹事長及び幹事 
 

6 訓練方式 

  シナリオ提示型のロールプレイング訓練 

 

7 訓練内容 

市としての国民保護措置の対応イメージの習得を目的とした訓練を実施する。 

状況１ 
想定日時：1月 29 日 

13 時 30 分 

【第 1回国民保護対策本部会議（40 分程度）】 

国の指示により、名古屋市国民保護対策本部を設置

後、これまでの事態認識を共有するとともに、避難実

施要領完成に向け、調整・措置事項を具体化する会議 

状況２ 
想定日時：1月 30 日 

14 時 20 分 

【第 2回国民保護対策本部会議（40 分程度）】 

避難実施要領（案）を提示し避難を開始するための

会議 
 

備
考 

 事前研修として 1月 22 日（水）に本部員・幹事向け研修を実施します。 

 本件は、1月 20 日（月）に市政記者クラブへ資料提供します。 

（危機対策課 内線 3522） 



 

 

幹 部 会 報 告 事 項 

令和 7 年 1 月 20 日 

経   済   局 

（イノベーション推進部スタートアップ支援課 内線 3046） 

事 

項 

グローバルイベント「TechGALA Japan（テックガラジャパン）」の開催について 

内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

容 

 

１ 概要 

海外や首都圏から起業家や投資家等を呼び込むとともに、当地域のスタートアッ

プ企業の海外展開を促進するため、国内外のスタートアップ・事業会社・投資家等

が一堂に会し、新たな時代の連携を創出する国際的なイベントを開催します。 

 

２ 内容 

（１）テーマ 

   ・Mobility －境界を超えるモビリティ革命－ 

   ・Sustainable Environment －持続可能な地球環境の実現－ 

   ・Material －マテリアル革新力：世界産業全体の強靭化－ 

   ・Life Science／Well being －ライフサイエンスと Well-being の革新－ 

   ・Advanced Technology －テクノロジーとの共生：産業革新と社会変革－ 

 

（２）企画内容 

・起業家等による基調講演 

・80 以上のパネルディスカッション 

・9か国 16 社が登壇するピッチコンテスト  

・100 社以上の企業展示 等 

 

（３）開催日程 

令和 7年 2月 4日（火） 10 時 15 分～19 時 00 分（栄地区） 

令和 7年 2月 5日（水） 10 時 00 分～17 時 30 分（栄地区） 

令和 7年 2月 6日（木） 10 時 30 分～20 時 00 分（STATION Ai） 

 

※栄地区…中日ビル、ナディアパーク、アーバンネットネクスタ名古屋ビル 等 

 

（４）来場者数 

5,000 名（予定） 

 

(５) 主催 

   Cenrtral Japan Startup Ecosystem Consortium 

  （構成員：愛知県、名古屋市、一般社団法人中部経済連合会、名古屋大学等） 

備
考 

・本件は、本日市政記者クラブへ資料提供します。 



  別紙 

１ 「TechGALA Japan」の見どころについて 

（１）オープニングセッション 

日程・場所 氏名・役職 

2 月 4 日(火) 

10:15-10:45 

中日ビル 6 階 

中日ホール 

一般社団法人中部経済連合会 会長 水野明久 

国立大学法人東海国立大学機構 機構長 松尾 清一 

愛知県知事 大村 秀章 

名古屋市長 広沢 一郎 

TechGALA プロデューサー 奥田 浩美 

 

（２）Uber
ウーバー

初代 CEO による基調講演 

   【テーマ：モビリティの未来像：Uber の挑戦と教訓】 

Uber の初めての社員であり、CEO などを務めたRyan
ライアン

 Graves
グレイブス

氏が登壇し、世界的

なモビリティ革命を先導した経験をもとに、未来のモビリティがどのように進化し

ていくのかを探ります。Uber で直面した課題や失敗から得た洞察を共有し、イノ

ベーションの成功に必要な戦略やリーダーシップのあり方を考察します。 

日程・場所 氏名・役職 写真 概要 

2 月 4 日(火) 

10:45-11:45 

中日ビル 6 階 

中日ホール 

Ryan
ライアン

 Graves
グレイブス

氏 

元Uber
ウーバー

 

CEO 

Saltwater
ソルトウォーター

 

創業者兼 CEO 

  Uber がシリコンバレーで創業後、

従業員がわずか数人だった時期の最

初の従業員であり、同社初の CEO を

務めた。現在は、投資会社

Saltwater を設立し、スタートアッ

プやテクノロジー分野の企業への投

資を展開。 

※その他の登壇者情報については、公式ウェブサイトをご覧ください。 

 

（３）9か国 16 社のスタートアップが登壇するグローバルなピッチコンテスト 

2 月 5 日（水）に海外市場を目指すスタートアップ、日本市場を目指すスタートア

ップを対象としたピッチコンテスト「TechGALA
テ ッ ク ガ ラ

 Global
グローバル

 Startup
スタートアップ

 Showcase
シ ョ ー ケ ー ス

」を開催

予定です。本ピッチコンテストでは、9 か国 16 社のスタートアップが登壇します。 

日程・場所 名称 対象 副賞 

2 月 5 日(水) 

12:40-15:40 

中日ビル 6 階 

中日ホール 

TechGALA 
Global Startup 

Showcase 

・海外市場を目指す日

本のスタートアップ 

・日本市場を目指す海

外のスタートアップ 

・STATION Ai 3 ヶ月利用権 

・メディア掲載権 

・賞金 100 万円 など 

 

 

 



  別紙 

 

企業名 所在国 事業概要 

A C
エーシー

 Biode
バイオード

株式会社 日本 
従来の方法より低温、廉価にケミカルリサイクル

を実現。 

株式会社Acompany
アカンパニー

 日本 プライバシー強化されたデータ連携クラウドを提供。  

Autopass
オ ー ト パ ス

 Inc 台湾 旅行時のキャッシュレスサービスを提供。 

Baobab
バ オ バ ブ

 Inc 日本 

難民や障害者向けの ALT（アノテーションチームリ

ーダートレーニング）プログラムによる生成 AIデ

ータの構築。 

Choira
チ ョ イ ラ

 Musictech
ミュージックテック

 Pvt. Ltd. インド 
AI を活用した音楽制作及びスタジオブッキング

ソリューションを提供。 

DeviceTotal
デ バ イ ス ト ー タ ル

 
シンガ 

ポール 

IoT および OT 環境向けに特別に設計された AI

を搭載した最先端のサイバーセキュリティプラッ

トフォームを提供。 

FAIRMAT
フェアマット

 フランス 持続可能な炭素複合製品の開発・製造。 

ヒューマンライフコード株式会社 日本 
へその緒で持続発展可能な細胞治療のエコシステ

ムを構築。 

IANUS
ヤ ヌ ス

 Simulation
シミュレー ション

 GmbH ドイツ 
技術プロセスとマシンのシミュレーション、最適

化を可能にする StrömungsRaum® の提供。 

株式会社 JOYCLE
ジョイクル

 日本 

「運ばず、燃やさず、資源化する」小型アップサイ

クルプラントサービスを軸とした分散型インフラ

の構築・推進。 

株式会社マップフォー 日本 

多様な産業の高度化と未来社会の実現に貢献する

空間データを活用した革新的な技術とソリューシ

ョンを提供。 

Onoma
オ ノ マ

 A I
エーアイ

 韓国 
Web コミック向けワンストップ AIクリエイティブ

システムを提供。 

Smartsound
スマートサウンド

 Corporation
コ ー ポ レ ー シ ョ ン

 韓国 
人間とペットに迅速かつ正確な心臓と肺の検査を

可能にする AI 聴診器と RPM サービスを提供。 

Spornado
ス ポ ル ネ イ ド

 カナダ 作物の病気の早期警報システムの提供。 

Phenikaa
フ ェ ニ カ

- X
エックス

 JSC. ベトナム 

環境汚染、労働力不足、スマートシティの生産性向

上に関する問題への対処を可能にするソリューシ

ョンを提供。 

Preferred
プ リ フ ァ ー ド

 Computational
コンピュテーショナル

 Chemistry
ケ ミ ス ト リ ー

, Inc. 日本 
材料開発に革新を起こす、高速シミュレーターの

提供。 

○登壇企業（アルファベット順） 



  別紙 

（４）スタートアップ等の企業展示 

日程・展示社数 場所 企業属性 

2 月 4 日(火) 

2 月 5 日(水) 

約 50 社 

中日ビル 

6 階 ホワイエ 
事業会社 

ナディアパーク 

2 階アトリウム 

3 階デザインホール 

スタートアップ及び事業会社 

2 月 6 日(木) 

約 50 社 

STATION Ai 

M3F、3F 

J Startup 地域版や STATION Ai 会員の 

スタートアップ等 

事業会社 

全国のスタートアップ拠点都市及び内閣府 

※J-Startup 地域版とは、経済産業省が推進するスタートアップ企業の育成支援プログラ

ム「J-Startup」の地域版で、地域に根差した有望なスタートアップ企業を選定し、支援

するものです。 

 

○展示イメージ 

 

 

 

 

 

 

(５）サイドイベント 

本イベントの開催時期に合わせて、参加者が自主的に企画運営する「サイドイベント」が、

50 以上開催され、街全体が会場となります。「TechGALA」の世界観を街全体で発信し、偶発

的な出会いを創出します。 

   サイドイベントの詳細については、公式ウェブサイトよりご覧ください。 

  



  別紙 

（参考１）Central Japan Startup Ecosystem Consortium について 

(1) 構  成：Aichi-Nagoya Startup Ecosystem Consortium 

浜松市スタートアップ戦略推進協議会 

(2) 代 表 者：一般社団法人中部経済連合会 会長 水野
み ず の

 明久
あきひさ

 

(3) 構成組織：一般社団法人中部経済連合会、名古屋大学、愛知県、名古屋市、浜松市は

じめ 295 企業・団体・大学等 

※「Central Japan Startup Ecosystem Consortium」は 2020 年 7 月に国からスタートア

ップ・エコシステム「グローバル拠点都市」に認定されています。 

 

（参考２）本イベントのプロデューサーについて 

  本イベントでは、株式会社ウィズグループの奥田浩美氏にプロデューサーを委嘱して 

おります。（令和 6年 4月 23 日公表済） 

 

 奥田 浩美
お く だ ひ ろ み

 氏 

＜略  歴＞ 

ムンバイ大学（在学時：インド国立ボンベイ大学） 大

学院社会福祉課程修了。1991 年に IT 特化のカンファレ

ンス事業を起業。2001 年に株式会社ウィズグループを設

立。2008 年よりスタートアップ育成支援に乗り出し、ス

タートアップエコシステムビルダーとしての活動を開

始。2013 年には過疎地に「株式会社たからのやま」を創

業。地域の社会課題 xIT で何が出来るかを検証する事業

を開始。スタートアップと地域というテーマを軸に多く

のアクセラレータ開催やスタートアップイベントの統括

を行う。2020 年に一般社団法人ヘルス・アンド・ウェルビーイング・アライアンス

(HAWA)を設立しビジネスインキュベータープログラムを展開。エンジェル投資・LP 投

資も行っている。 

 



幹 部 会 報 告 事 項 
令和 7 年 1 月20日 
経 済 局 

事 

項 

名古屋市景況調査（令和６年下期調査）結果について  

内 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

容 

市内中小企業を対象とした景気状況につきまして、令和６年下期の調査結果が

まとまりましたのでお知らせします。 

 

１ 調査の概要 

(1) 調査期間 令和 6 年11月11日～令和 6 年12月 6 日 

(2) 調査方法 郵送によるアンケート調査 

(3) 調査対象 市内の中小企業 2,200事業所 

(4) 調査事項 総合景況はじめ各種業況判断等 

(5) 回 収 数 752  票（34.2％） 

 

２ 調査の結果 

市内中小企業の景況感は、小幅ながら低下している。 
 

令和６年下期の総合景況ＤＩは、全体でマイナス28となり、前回のマイナス23

から低下しました。業種別にみると、建設業、製造業、卸売業、小売業は横ばい、

サービス業は低下しております。また、令和７年上期については、全体でマイナ

ス21と上昇することが予想されています。 

〔総合景況ＤＩの推移〕 

 

 

 ※ ＤＩ(ﾃﾞｨﾌｭｰｼﾞｮﾝ･ｲﾝﾃﾞｯｸｽ) … 業況判断指数（社数構成比）。計算式は以下のとおり。 
各ＤＩ＝（良い・増加・上昇・改善）企業割合(%) －（悪い・減少・下降・悪化）企業割合(%) 



 

経営上の問題点について 

「需要の減少・停滞」や「原材料価格の上昇」が上位を占めており、売上げの

回復や原材料価格の上昇は、業種を問わず課題となっていることがうかがえます。

また、建設業では「人手不足」が第一位となりました。 

〔経営上の問題点について〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

求人・採用活動について 

〔直近１年程度の採用結果〕 

採用活動を行っている企業の中で見ると、「あまり採用できていない」「まった

く採用できていない」を合わせた割合が全体で半数を超えており、業種別では建

設業が特に高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 

〔人材確保のための取り組み〕 

小売業を除いた全業種で「給料・賞与等の引き上げ」が第一位となりました。

また、「自社ＨＰ等のＰＲの強化」が全ての業種で第二位となりました。一方、「特

に実施しているものはない」との回答がどの業種でも２割程度あり、小売業では

第一位となっています。 

 

 

 

 

 

備
考 

本件は、本日、市政記者クラブに資料提供します。 

（産業労働部産業企画課 内線2412） 

（%）

建設業 人手不足 (44.7) 原材料価格の上昇 (42.1) 需要の減少・停滞 (31.6)

製造業 原材料価格の上昇 (51.0) 需要の減少・停滞 (40.9) 生産設備の老朽化・不足 (19.8)

卸売業 需要の減少・停滞 (47.0) 原材料価格の上昇 (46.1) 競争の激化 (25.2)

小売業 需要の減少・停滞 (43.0) 原材料価格の上昇 (38.0) 競争の激化 (28.0)

原材料価格の上昇 (27.6)

人件費の増加 (27.6)

業
種
別

1 2 3

サービス業 需要の減少・停滞 (33.2) 諸経費の増加 (28.5)

（%）

十分採用

できている

ある程度採用

できている

あまり採用

できていない

全く採用

できていない

採用活動を

行っていない
未回答

Ｎ

全　　　体 752

建 設 業 76

製 造 業 247

卸 売 業 115

小 売 業 100

サービス業 214

小規模企業 518

4.9 

2.6 

4.9 

2.6 

4.0 

7.5 

4.1 

16.0 

15.8 

17.4 

20.9 

12.0 

13.6 

9.3 

15.3 

21.1 

14.2 

14.8 

14.0 

15.4 

10.2 

9.4 

18.4 

6.1 

12.2 

4.0 

11.2 

8.5 

51.7 

39.5 

54.3 

47.0 

64.0 

50.0 

64.3 

2.7 

2.6 

3.2 

2.6 

2.0 

2.3 

3.7 

（%）

建設業 給料・賞与等の引き上げ (45.5) 自社ＨＰ等のＰＲの強化 (36.4) 特に実施しているものはない (27.3)

卸売業 給料・賞与等の引き上げ (46.6) 自社ＨＰ等のＰＲの強化 (27.6) 特に実施しているものはない (24.1)

サービス業 給料・賞与等の引き上げ (52.9) 自社ＨＰ等のＰＲの強化 (31.4) 採用条件の緩和 (28.4)

1 2 3

業

種
別

製造業 給料・賞与等の引き上げ (49.5)

小売業 特に実施しているものはない (26.5)

自社ＨＰ等のＰＲの強化 (25.7)

多様な人材の活躍推進

（女性、高齢者、外国人等）
(25.7)

自社ＨＰ等のＰＲの強化 (23.5)

給料・賞与等の引き上げ (23.5)

採用条件の緩和 (23.5)













































幹 部 会 報 告 事 項 
令和７年１月２０日 
観 光 文 化 交 流 局 

 

事
項 

ロサンゼルス市における山火事被害に対する支援について 

内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

容 

 

本市の姉妹都市であるアメリカ合衆国ロサンゼルス市及びその周辺にて、令

和７年１月７日に発生した山火事による被害に対し、下記の通り支援を行いま

すので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１ 災害見舞金の贈呈 

（１）贈呈先 

   ロサンゼルス市役所（調整中） 

（２）贈呈額 

   １００万円 

 

２ 救援金の募集及び贈呈 

以下の通り、名古屋姉妹友好都市協会とともに救援金を募集いたします。 

（１）募金箱の設置 

ア 設置期間 

   令和７年１月２１日（火）から２月２８日（金）まで 

イ 設置場所 

・名古屋国際センター 

・市民活動推進センター 

  ・港防災センター 

・観光文化交流局国際交流課 

（２）街頭募金の実施 

ア 実施日時 

   令和７年１月２１日（火）１１時～１５時（予定） 

イ 実施場所 

   松坂屋名古屋店本館東側（地下鉄名城線矢場町駅６番出口付近） 

ウ 参加者（予定） 

  市長はじめ市職員約１０名 

※市長は１２時１５分〜１２時３０分の間に参加 

 



観光文化交流局国際交流課 内線3061 

内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

容 

 

（３）贈呈先 

  ロサンゼルス市役所（調整中） 

  名古屋姉妹友好都市協会から贈呈いたします。 

（４）その他 

  名古屋姉妹友好都市協会では、令和７年２月２８日（金）まで以下の口 

座でも救援金を募集します。なお、この救援金は、寄付金控除の対象とは 

なりません。 

  ・銀行名：三菱ＵＦＪ銀行 

  ・支店名（番号）：名古屋市役所出張所（１９２） 

  ・口座種別：普通 

  ・口座番号：１００６１７６ 

  ・口座名：名古屋姉妹友好都市協会事務局 

   （ナゴヤ シマイユウコウトシキョウカイ ジムキョク） 

 

３ その他 

 以下の通り、ロサンゼルス市役所へお見舞い状を発出しました。  

（１）カレン・バス市長宛て（広沢市長名、１月１０日付） 

（２）エリン・ブロマギム副市長宛て（中田副市長名、１月１６日付） 

 

（参考） 

※在名古屋米国領事館 アンナ・ワン 首席領事が名古屋市の募金活動への感

謝の意を表すため、１月２１日１２時１５分より、街頭募金の場に立ち寄られ

ます。 

※名古屋姉妹友好都市協会（事務局：観光文化交流局国際交流課内） 

本市が姉妹友好都市提携を結んでいるロサンゼルス市（アメリカ）、メキシ

コ市（メキシコ）、南京市（中国）、シドニー市（オーストラリア）、トリノ

市（イタリア）、ランス市（フランス）の６都市との交流を通じ、両市民の相

互理解及び友好親善を促進することを目的として設立された任意団体です。当

協会は、姉妹友好都市交流に関心を寄せる名古屋の市民の方々、団体、企業の

皆様方に会員となっていただき、様々な交流活動を行っております。 

 

備 

考 

本件は本日市政記者クラブへ資料提供します。 



幹 部 会 報 告 事 項 

令和７年１月２０日 

観 光 文 化 交 流 局 

事 

項 

 令和 6年度名古屋市芸術賞受賞者の決定について 

内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

容 

 令和 6年度名古屋市芸術賞の受賞者が決定しましたので、ご報告します。 

 

１ 概 要 

名古屋市芸術賞は、「名古屋市芸術特賞」と「名古屋市芸術奨励賞」からなる

賞で、名古屋市の芸術文化の振興を目的として、昭和 50 年度に芸術奨励賞を、

昭和 54 年度からは芸術特賞を創設したものです。 

（１）「芸術特賞」は、長年にわたり優れた芸術創造活動を行い、かつ、近年に

おける活動が顕著で、本市の芸術文化の振興に大きな功績のあった個人ま

たは団体に贈られます。 

（２）「芸術奨励賞」は、継続的に活発な芸術創造活動を行い、かつ、将来の活

躍が期待される者で、今後とも本市の芸術文化の振興に寄与することを期

待できる個人または団体に贈られます。 

 

２ 受賞者 

（１）芸術特賞（表彰楯及び副賞 40 万円） 

氏 名（ふりがな） 領  域 

辻 真先（つじ まさき） 文芸 

 

（２）芸術奨励賞（表彰楯及び副賞 20 万円） 

氏 名（ふりがな） 領  域 

杵屋 三太郎（きねや さんたろう） 伝統芸能（長唄演奏） 

認定特定非営利活動法人ポパイ 

（にんていとくていひえいりかつどうほうじんぽぱい） 
音楽・舞踊・美術 

白樺 八靑（しらかば やお） その他（ボイスパフォーマー） 

※芸術特賞及び芸術奨励賞受賞者の略歴は、別添をご参照ください。 

 

３ 授賞式 

（１）日 時 令和 7年 1月 31 日（金) 午後 1時 30 分～ 

（２）場 所 名古屋市公館 レセプションホール 

（３）その他 名古屋市民芸術祭 2024 授賞式と合同で行います。 

備 

考 

本件については、1月 14 日、市政記者クラブへ資料提供しました。 

（文化芸術推進課 内線 3172） 



 

令和６ 年度 名古屋市芸術賞受賞者の概要 
 

芸術特賞  辻 真先 文芸 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昭和 7（ 1932） 年名古屋生まれ。 昭和 29（ 1954） 年に名古屋大学文学部を卒業し 、 日本

放送協会（ NHK） 入局。 以降、 制作進行、 演出、 脚本、 企画、 制作などテレビ番組の全般に

携わる。 自身が初めて演出に加わった作品「 バス通り 裏」 は人気を博し 、 昭和 36（ 1961）

年にはド ラマ番組と し て菊池寛賞を受賞。その他にも NHKテレビ「 お笑い三人組」、手塚治

虫原作の「 ふし ぎな少年」、江戸川乱歩原作の「 月と 手袋」などの数々の人気作品を手掛け、

その演出作品は 100 本を超えている。  

 昭和 37（ 1962） 年同局を退局後は、テレビアニメ の脚本活動に注力する。「 鉄腕アト ム」、

「 エイト マン」 にはじ まり 「 サザエさ ん」、「 名探偵コナン」 などの国民的作品を数多く 手

掛け、 アニメ 雑誌「 アニメ ージュ」 が主催するアニメ グランプリ では昭和 54（ 1979） 年の

第 1 回から 第 5 回まで連続で脚本部門賞を受賞し た。  

 1965 年からは意欲的に執筆活動にも取り 組む。 シュブナイル・ ノ ベルに始まり 、 近年は

ミ ステリ 作品や、 名古屋を舞台と し た作品を中心に名作を世に多く 送り 出し ている。 昭和

57（ 1982） 年、 日本推理作家協会賞長編部門受賞。 平成 20（ 2008） 年、 中日文化賞受賞。

平成 21（ 2009） 年、 本格ミ ステリ 大賞小説部門受賞。 平成 31（ 2019） 年、 日本ミ ステリ ー

文学大賞受賞。  

 御年 92 歳であるが、 令和 6（ 2024） 年 11 月には最新作の『 命みじ かし 恋せよ乙女 少年

明智小五郎』 を発行するなど現在も現役で活躍中。 長年の活動は当地域の文化芸術の振興

に大きな役割を果たし ており 、 その功績は多大である。  

 

 

 



 

令和６ 年度 名古屋市芸術賞受賞者の概要 

 

芸術奨励賞  杵屋 三太郎 伝統芸能（ 長唄演奏）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 2（ 1990） 年に東京藝術大学音楽部邦楽部を卒業し た後、 芸を磨き平成 16（ 2004）

年に名古屋を代表する長唄名跡である杵屋三太郎を六代目と し て襲名。  

平成 14（ 2002） 年には、 名古屋市民芸術祭審査員特別賞を受賞。 平成 20（ 2008） 年に

は第 24 回名古屋市芸術創造賞を受賞するなどの実績もさ るこ と ながら、教育の分野でも 精

力的な取り 組みを見せる。 平成 14（ 2002） 年から現在にいたるまで、 児童への三味線教授

活動に尽力。 複数の市内大学等で三味線講習を行う など、 後進の育成に余念がない。  

代々の三太郎が集めた古典を紐解く こ と に軸を置きながら、 令和 4（ 2022） 年、 作詞 安

田文吉氏（ 近世芸能研究者・ 名古屋市芸術特賞授与者） で長唄「 恋の熱田
み や

めぐり 」 を作曲

し 、 新たな楽曲の創作も積極的に行っ ている。  

継承・ 主宰する一門会「 杵三会」 の 30 回記念では、 熱田神宮にて同曲の奉納演奏を行

い、 熱田神宮の見どころや由緒が盛り 込まれた歌詞を華やかで格調高く 歌い上げた。  

 古典の保存はもちろん、 若い世代への文化継承、 新たな創作活動に取り 組むそのひたむ

きな姿勢は、 今後のさ らなる活躍が期待さ れる。  

 



 

令和６ 年度 名古屋市芸術賞受賞者の概要 

 

芸術奨励賞  認定特定非営利活動法人ポパイ 

音楽 舞踊 美術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 17（ 2005） 年に設立さ れ、 平成 18（ 2006） 年より 名古屋市北区で障がい者福祉支

援・ 活動事業「 オリ ーブ」 を開所。 生活介護事業や就労継続支援事業、 グループホーム事

業などを展開し ながら、 アート や表現活動などを障がいのある人たちの仕事にすること を

目標に「 表現する仕事」 を掲げ、 国内外での作品展示や販売、 出演、 ワークショ ッ プの実

施を行っている。 また、 大学や企業と の連携を積極的に展開・ 拡大し ている。  

平成 23（ 2011） 年より 半年間実施し たアーティ スト を招いての事業所外ワーク ショ ッ プ

をきっ かけに、 福祉と アート の相乗効果に着目するよう になる。 平成 25（ 2013） 年にはダ

ンスグループ、 平成 26（ 2014） 年には音楽バンド の活動を始め、 同年に創作活動を主と し

た事業所も 開設し た。 その後愛知県主催「 あいちアール・ ブリ ュッ ト 展」 に参加し 、 作品

やパフ ォーマンスを披露。 平成 28（ 2016） 年第 16 回全国障害者芸術・ 文化祭あいち大会

（ 主催： 厚生労働省、 愛知県、 名古屋市） では企画運営にも 携わるよう になり 、 年々活躍

の舞台を広げている。  

令和 6（ 2024） 年度から は、 愛知県の「 愛知県障害者技術文化活動普及支援事業（ あし

ょ げぶセンタ ー）」 を受託するなど、多様な芸術表現活動を社会に広める拠点的役割を担い

つつあり 、 今後のさ らなる活躍が期待さ れる。  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和６ 年度 名古屋市芸術賞受賞者の概要 

 

芸術奨励賞  白樺 八靑 その他（ ボイスパフ ォ ーマー）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名古屋市出身。 昭和 56（ 1981） 年に名古屋演劇アカデミ ー第 5 期と し て入所。 在籍中に

ミ ュージカル「 ザ・ ファ ンタ スティ ッ クス」 のオーディ ショ ンに合格し 、 デビュー。 平成

元（ 1989）年、名古屋市文化振興事業団公演及び名古屋市政 100 周年記念行事と し ての「 ザ・

サウンド ・ オブ・ ミ ュージッ ク」 で主役のマリ ア役を務めるなど、 精力的なミ ュージカル

活動に取り 組む傍ら 、 多彩な領域で活動の幅を広げていった。 特に、 音楽、 演劇、 文学、

身体表現などの境界線をなく し た「 ボイスパフ ォーマー」 と し ての活動を本格化さ せ、 ス

タ ンダード 曲からド ラマを創作、演じ 歌う「 ド ラマティ ッ クライブ」、詩と 音楽を緻密に組

み合わせた「 詩人と 作曲家の空想的共演」、 幼児向け「 歌う 絵本ライブ」 等様々な形態で実

施し ている。  

 その他にも平成 12（ 2000） 年からは、 人々の声と 言葉を磨き、 健康で自分らし い表現力

を得るための自己解放を目指し た「 こ と ばのまなびや」 を主宰し 、 レッ スンも 行う 。  

 また、 地域の文化振興活動においても平成 8（ 1996） 年には出身地・ 守山区にて「 守山

の文化を考える会」 を設立。 同会にて企画し た公演は平成 18（ 2006） 年、 名古屋市民芸術

祭賞審査員特別賞を受賞。  

芸術の芽を育てる感性豊かな取り 組みと 、 地域の芸術文化の大切さ を示し 続ける活動に、

今後のさ ら なる飛躍が期待さ れる。  

 

 



幹部会報告事 項 

令和 7年 1月 20 日 

環 境 局 

事

項 

「水の環復活なごや戦略実行計画２０３０（案）」に係るパブリックコメントの 

実施について 

内 

 

 

 

 

 

 

 

容 

 

１ 趣旨 

健全な水循環の回復のため名古屋市が多様な主体の協力を得ながら、2030

年度までに重点的・優先的に取り組む事柄を具体的に示した「水の環復活な

ごや戦略実行計画２０３０」の策定を進めています。今回、計画案を作成しま

したので、下記のとおりパブリックコメントを実施します。 

 

 

２ 市民意見の募集期間 

令和７年１月20日（月）から令和７年２月18日（火）まで 

 

 

３ 資料の配布・閲覧場所 

市民情報センター、区役所情報コーナー、支所、市図書館、 

環境学習センター、環境局地域環境対策課、 

市公式ウェブサイトなど 

 

 

４ 配布・閲覧資料 

計画（案）概 要 版 ： 配布 

計画（案）本編冊子 ： 閲覧用に配架 

 

 

５ 意見の提出方法・提出先 

提出方法：郵便、ファックス、電子メール、持参 

提 出 先：環境局地域環境対策部地域環境対策課 

備

考 
本件は、本日、市政記者クラブへ資料提供します。 

（地域環境対策課 内線 2675） 



















幹 部 会 報 告 事 項 

令和 7 年 1 月 20 日 

健 康 福 祉 局 

事項 令和６年度名古屋市障害者雇用優良企業表彰の実施について 

内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

容 

 

１ 趣旨・概要 

  障害者雇用において積極的な取組を行っている企業に対して、その功績を称え「障害者

雇用優良企業」として市長表彰を行います。また、受賞企業を市長等が訪問し、障害者就

労施設で制作した木製の表彰状を授与する表彰状授与式を執り行います。本取組を通じて、

障害者の社会参加をより一層促進することを目指します。 

 

２ 受賞企業及び表彰状授与式 

区 分 受賞企業 表彰状授与式 

最 優 秀 賞 ＮＧＫゆうサービス株式会社 
令和 7 年 1 月 24 日（金） 

9 時 15 分～9 時 45 分 

チャレンジ賞 
西日本電信電話株式会社 

東海支店 

令和 7 年 2 月 13 日（木） 

9 時 10 分～9 時 40 分 

地 域 貢 献 賞 株式会社ＭＲＴ 
令和 7 年 1 月 28 日（火） 

14 時 30 分～15 時 00 分 

    ※各受賞企業の障害者雇用にかかる主な取組みは別紙参照 

 

３ その他 

表彰状授与式の様子や受賞者の取組事例のインタビュー動画を、3 月下旬に開催する健 
康福祉局主催のオンラインセミナーにおいて配信する予定です。なお、当セミナーの詳細 
については、今後、市公式ホームページ等によりお知らせします。 

 

※上記添付の木製表彰状は障害者就労施設で作成いただきました（参考：令和５年度）。 

備考 本件は本日、市政記者クラブへ資料提供します。 

（障害福祉部障害者支援課 外線 238-0572） 



 別紙  

令和６年度名古屋市障害者雇用優良企業表彰 受賞企業一覧 

区 分 企 業 名 主な取組み 

最 優 秀 賞 

ＮＧＫゆうサービス株式会社 

 

〈主な製品・サービス等〉 

【特例子会社】 

福利厚生・ビジネスサービ

ス・ビルメンテナンス、 

会員制テニスクラブ運営 

・親会社である日本ガイシ株式会社におい
ても分散配置型の障害者雇用を行ってい
るが、特性や業務内容を広げて採用する
必要が生じたことから、既存の子会社を
特例子会社化。 

・知的障害者を積極的に採用。採用 1 年後
からの正社員登用や障害者メンバー３人
に一人の割合で指導員を配置、また定着
支援者を専任で配置するなど制度や支援
の面からも安全で安心して長く働ける環
境づくりを推進している。 

・業務内容の拡大も検討中であり、求人は
地域の就労移行支援事業所に周知をし、
年齢に拘らない採用をしている。 

チャレンジ賞 

西日本電信電話株式会社 

東海支店 

 

〈主な製品・サービス等〉 

【電気通信事業】 

西日本エリアにおける 

地域電気通信事業の展開 

・ＮＴＴ西日本グループの方針に沿って、
障害のある方を一か所に集めた職場を作
るのではなく、様々な職場へ配置してい
る。 

・障害者雇用はチーム支援と考え、当事者
を取り巻く環境、職場・医療・福祉・生
活と連携し、東海支店のＥＳＧ推進グル
ープ（ダイバーシティ推進）にて対応や
施策を実施。 

・その一方で、障害者雇用のキーは、障害
のある方側への配慮だけではなく、受け
入れる職場側への配慮も重要である、と
の考えから、受け入れ職場に対して、対
象となる方の障害特性や配慮についての
勉強会を実施し、受け入れ側の不安感も
併せて払拭できるように配慮している。 

地 域 貢 献 賞 

株式会社ＭＲＴ 

 

〈主な製品・サービス等〉 

【金属製品製造業】 

半導体関連設備アルミ部品 

・雇用義務のない社員数１８名中１名の障
害者雇用を実施。８年間、特別支援学校
等からの実習受け入れを行い、社員にと
っての、障害者と働くことへの違和感を
なくすための意識改革を続けてきたとこ
ろからの採用である。 

・会社の風土もあり、業務中、どこかで課
題が生じると、皆がわっと寄って解決の
ために助言等対応し、解決すればさっと
通常業務に戻るという空気があり、仮に
障害のある社員の方が業務上悩むことが
あっても、皆で支えるという空気がある。 

・現在のところ業務発注実績等はないが、
会社の福利厚生としてのお菓子の購入に
つき、区内等周辺地域の就労継続支援事
業所等からの購入を前向きに検討中であ
ることに加え、業務内容上、外部への発
注は難しいものの、今後、施設外就労の
態様での発注を検討中であるなど、地域
に根差した活動を前向きに考えている。 

 



                           幹 部 会 報 告 事 項 
                           令和 7 年 1 月 20 日 

健 康 福 祉 局 

事

項 腹部超音波スクリーニング検査の開始について 

内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

容 

 

１ 趣  旨 

成人保健対策の一環として、市民の皆様が腹部の各種疾患の早期発見により適切

な治療を受けることができ、更に検査の実施を通じた健康意識の向上を目的として、

侵襲性が低く情報量の多い腹部エコーによる腹部超音波スクリーニング検査を、政

令市初の取り組みとして、2月 1日より開始します。 

 

２ 内  容 

   

開始日 令和 7年 2月 1日（土） 

対象者 市内在住の 50 歳以上の方（年度末時点の年齢） 

回数 

１年度に１回 

※令和 6 年度・7 年度は、令和 7 年 2 月 1 日～令和 8 年 3

月 31 日までの 14 か月間で 1回の受診回数とします。 

（令和 6 年度に受診された方は、令和 7 年度は受診できません。） 

検査内容 問診及び腹部超音波スクリーニング検査（腹部エコー） 

検査料金 自己負担金 ： 500 円（免除制度あり） 

実施場所 
市内の協力医療機関 

※市公式ウェブサイトに掲載しています。 

 

 

 

備

考 
本件は本日、市政記者クラブへ資料提供します。 

    （健康部健康増進課  外線 263-3124） 





幹 部 会 報 告 事 項 
令和 7 年 1 月 20 日 
住 宅 都 市 局 

事
項 

「久屋大通（南エリア）再整備構想（案）」の意見募集の実施について 

内 
 
 
 
 
 

容 

 
 本市では、「栄地区グランドビジョン〜さかえ魅⼒向上⽅針〜」に基づき、久屋大
通の再生に向けて検討を進めています。 
 この度、これまでの検討を踏まえ「久屋大通（南エリア）再整備構想（案）」を取
りまとめましたので、市⺠のみなさまに広く知っていただくとともに、ご意見をい
ただくための市⺠意見募集を実施いたします。 
 
１ 「久屋大通（南エリア）再整備構想（案）」の概要 
  ※別添冊子（概要版）をご覧ください 
 
２ 資料の閲覧・配布場所 
  名古屋市公式ウェブサイト、各区役所情報コーナー・⽀所、市⺠情報センター、

名古屋都市センター、住宅都市局都心まちづくり課 等 
 
  ※名古屋市公式ウェブサイト 
   https://www.city.nagoya.jp/jutakutoshi/page/0000181920.html 
  ※閲覧は本編及び概要版、配布は概要版のみとなります。 
 
３ 意見募集 
  募集期間：令和 7 年 1 月 20 日（月）から令和 7 年 2 月 18 日（火）まで 
  提出⽅法：郵便、FAX、電子メールまたは直接持参にて提出 
  提 出 先：名古屋市住宅都市局都心まちづくり課（電話：052-972-2778・2746） 
       郵 便：〒460-8508 名古屋市中区三の丸三丁目 1 番 1 号 
       F A X：052-972-4171 
       電子メール：a2768@jutakutoshi.city.nagoya.lg.jp 
 
 

備
考 

本件は、本日記者クラブに提供します。 

（リニア関連都心開発部都心まちづくり課 内線２７４６） 

http://#
http://#


 

幹 部 会 報 告 事 項 

令和７年１月２０日 

交 通 局 

事 

項 
地下鉄東山線のダイヤ改正について 

内 

 

 

 

容 

 

交通局では、地下鉄東山線において、お買い物・レジャーなどのお出かけのお

客さまで混雑する土休日の夕間時間帯をはじめ、平日の朝や夕方の通勤・通学利

用が多いラッシュ時間帯などの運行本数を増便し、運行間隔を短縮するダイヤ改

正を実施します。 

 

１ ダイヤ改正日 

令和７年３月２９日（土） 
 

２ ダイヤ改正内容 

（土休日） 

時間帯 
運行間隔 

改正前 改正後 

昼間時間帯 

（１０時台～１４時台） 
５分 ４分３０秒 

夕間時間帯 

（１７時台～１８時台） 
５分 ３分３０秒 

 

（平日） 

時間帯 
運行間隔 

改正前 改正後 

朝間ラッシュ時間帯 

（７時３０分～８時３０分） 
２分１０秒 ２分５秒 

昼間時間帯 

（１０時台～１４時台） 
６分 ５分 

夕間ラッシュ時間帯 

（１７時台） 
３分３０秒 ３分 

 

これらにより、１日当たりの運行本数は、平日で４４本、土休日で４８本

を増便します。 

 

 

備
考 本件は、本日、市政記者クラブへ資料提供します。 

担 
当 電車部電車運転課 電話 ９７２－３８５７（内線３８５７） 

 



                                 

幹 部 会 報 告 事 項 

                          令和 7 年 1 月20 日 

教 育 委 員 会 

（学校 DX 推進課 内線4676  ） 

事

項 

名古屋市デジタル学習基盤整備計画（案）に対するパブリックコメントの実施につ

いて 

内 

 

 

容 

 

1  趣旨 

本市では、国が提唱する「GIGA スクール構想」の実現に向け、令和 3 年度ま

でに市立学校の児童生徒に 1 人 1 台端末を配布しました。 

同端末の更新等に当たり、令和 6 年 4 月に文部科学省より示された「公立学

校情報機器整備事業に係る各種計画の策定要領」に基づき、「名古屋市デジタ

ル学習基盤整備計画（案）」を作成しましたので、市民の方からご意見を募集

します。 

 

2  募集期間 

   令和 7 年 1 月23 日（木）～令和 7 年 2 月21 日（金）（必着） 

 

3  配布・閲覧場所 

   市民情報センター、区役所情報コーナー・支所 

   ※市公式ウェブサイトにも掲載 

 

4  配布・閲覧資料 

   「名古屋市デジタル学習基盤整備計画（案）について市民の皆さまのご意見 

  を募集します」（ご意見シート）：配布 

   「名古屋市デジタル学習基盤整備計画（案）」：閲覧 

   「名古屋市デジタル学習基盤整備計画（案）概要版」：閲覧 

 

5  意見提出方法 

   ご意見シート（任意様式可）に必要事項を記入の上、電子メールにて受け 

付けるほか、郵送・ファックス・直接持参のいずれかの方法でも提出可能 

 

 

備

考 
本件は、令和 7 年 1 月23 日（木）に市政記者クラブへ資料提供予定です。 



 

 

 

 

 

○ 計画（案）の閲覧場所  

市民情報センター（市役所西庁舎 1 階）、各区役所情報コーナー・支所で閲覧できま

す。  

また、名古屋市公式ウェブサイト（https://www.city.nagoya.jp/）からダウンロー

ドしていただけます。 

（トップページ＞市政情報＞パブリックコメント＞意見募集中の計画等） 

 

○ ご意見の募集期間  

令和 7 年 1 月23 日（木）～令和 7 年 2 月21 日（金）【必着】 

 

○ ご意見をいただく方法  

『ご意見シート』（任意様式可）に、意見・住所・氏名をご記入のうえ、下記の宛先

まで電子メール（当日受信日時記録有効）にてご提出ください。 

また、郵便（令和 7 年 2 月21 日必着）・ファックス（当日受信日時記録有効）・直接

持参（下記の対応時間内）のいずれかの方法でもご提出いただけます（任意の様式でも

ご提出いただけますが、名古屋市デジタル学習基盤整備計画（案）に対する意見である

こと、住所、氏名を明記してください）。 

※ 電話またはお越しいただいての、口頭でのご意見はお受けできませんのでご了承ください。  

※ 皆さまからのご意見に対しては個別に回答はいたしませんのでご了承ください。  

 

個人情報の取扱いについて  

1  個人情報の取扱いについては十分注意し、意見公表の際は個人情報が特定できるような 

内容は掲載しません。  

2  住所、氏名、電子メールアドレスなどについて、名古屋市個人情報保護条例に基づき、 

他の目的に利用・提供しないとともに適正に管理します。 

 

○ 提出・問い合わせ先  

名古屋市教育委員会事務局教育支援部学校DX推進課 

・住  所  〒 460  －8508   

名古屋市中区三の丸三丁目 1 番 1 号 

・電子メール  a4676  @kyoiku.city.nagoya.lg.jp（当日受信日時記録有効） 

・ファックス  052  - 972  -4686  （当日受信日時記録有効） 

・電 話   052  - 972  -4676   

・対応時間   月曜日～金曜日（祝日を除く） 

午前 8 時45 分～正午／午後 1 時00 分～ 5 時30 分 

名古屋市デジタル学習基盤整備計画（案）に 

ついて市民の皆さまのご意見を募集します 

http://#


 

目  次 

 

                                  頁 

１ 計画策定の考え方 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

２ １人１台端末を始めとする ICT  環境によって実現を ・・・・・・・ １ 

  目指す学びの姿                 

３ ICT  環境に係る整備計画 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

４ 端末の利活用計画 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

５ 校務DX 計画 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４ 

 



- 1 - 
 

１ 計画策定の考え方 

（１）計画策定の趣旨 

   学習者用１人１台端末等を令和８年度に更新するに当たり、令和６年４月

に文部科学省より示された「公立学校情報機器整備事業に係る各種計画の策

定要領」に基づき、定めるもの 

 

（２）計画期間 

   令和７年度から令和１１年度までの５年間 

 

（３）計画の体系 

   「１人１台端末を始めとする ICT  環境によって実現を目指す学びの姿」を

示すとともに、GIGA  第１期の課題等を踏まえ「 ICT  環境に係る整備計画」、

「端末の利活用計画」及び「校務DX 計画」を登載 

 

２ １人１台端末を始めとする ICT  環境によって実現を目指す学びの姿 

  ICT  環境が、「ナゴヤ学びのコンパス」に掲げる三つの重視したい学びの姿

「自分に合ったペースや方法で学ぶ」「多様な人と学び合う」「夢中で探究す

る」の実現を下支えし、子どもがゆるやかな協働性の中で自律して学び続ける

ことができる姿を目指す。 
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３ ICT  環境に係る整備計画 

（１）整備内容 

区 分 内 容 

端末 

共通 

・現行の端末に関する課題、学校現場や有識者の意見等

を踏まえ選定 

・端末故障率の低減を図るため、堅牢性について考慮 

・令和８年度に予備機を１０．７％分整備するととも

に、その後の状況に応じ、追加整備を検討 

小学校 

・iPad  を導入 

・１年生から端末を積極的に活用し、学習の記録やまと

めを行うことができる必要があり、直感的操作やカメ

ラ性能が優れている他、端末本体が最軽量であるなど

の理由から選定 

中学校 

・ Google Chromebook         を導入 

・小学校と比べて学習内容や取り扱う情報が格段に増え

ることから、多量の情報を迅速に整理及び処理する必

要があり、軽快な動作に加え、マルチウィンドウ機能

があることや画面及びキーボードのサイズが大きい端

末があることなどの理由から選定 

特別支援 

学校 

・iPad  を導入 

・アクセシビリティやiPadOS   のみで稼働する特別支援に

有効なソフトウェアがあることなどの理由から選定 

ソフトウェア 

・学習 e ポータルと連携を前提にしたソフトウェアを導

入し、ダッシュボード機能や SSO  （シングルサインオ

ン）機能を活用 

・発達段階に応じたソフトウェアを選定 

ネットワーク 

・文部科学省より示された「学校のネットワークの改善

について」に基づき、帯域確保 

・令和６年度に実施しているネットワークアセスメント

の結果を踏まえて改善 

クラウド化 
・「教育情報セキュリティポリシーに関するガイドライ

ン」に記載の方針に基づき、クラウド環境へ移行 

大型提示装置 

・更新に当たっては各学校における教室の特性を考慮し

たうえで、原則６０インチ以上の投影サイズかつ原則

５分未満で使用可能なモニタ又はプロジェクタを整備 
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（２）スケジュール 

   令和８年度に端末等を更新するため、令和７年度に調達を実施予定 

 

４ 端末の利活用計画 

（１）端末の積極的活用 

  〇 ICT  活用指導力向上のための教員研修の実施 

  〇情報通信技術支援員（ ICT  支援員）の配置 

  〇教育委員会による支援の実施 

  〇端末を用いた家庭学習の促進 

  〇デジタル教科書の活用促進 

 

（２）個別最適な学び・協働的な学びの充実 

   子どもが、自分自身の興味・関心等に応じてやりたいことを見付け、学ぶ

ペースや方法、内容などを自己選択、自己決定しながら見通しをもって学び

続けることができるようにするための活用 

  〇自分に合ったペースや方法で学ぶことができるようにするための活用 

  〇多様な人と学び合うことができるようにするための活用 

  〇夢中で探究することができるようにするための活用 

 

（３）学びの保障 

   すべての子どもが公正で公平な教育を受けることができ、最善の学習結果

を達成できるようにするための活用 

  〇子どもの教育相談の実施 

  〇不登校の子どもの授業への参加・視聴機会の提供 

  〇障害のある子どもや病気療養児等、特別な支援を要する子どもの実態等に

応じた支援 

  〇日本語指導が必要な子どもに対する学習活動等の支援 
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５ 校務DX 計画 

（１）次世代の校務DX 環境の整備 

   クラウドを活用した校務支援システムや校務系と学習系が一台化された教

員用端末、ロケーションフリーの校務環境といった次世代の校務DX 環境を令

和７年度に整備 

 

（２）校務DX チェックリストへの対応 

  ア 不合理な手入力作業の一掃 

   〇就学時における名簿作成の際に、子どもの名前をシステムへ手入力する

といった不合理な作業は廃止済み 

 

  イ クラウド環境を活用した校務DX の徹底 

   〇十分に活用されていない学校に対してフォローアップを実施 

   〇より効果の高いサービスへの切り替えを検討 

 

  ウ FAX  ・押印の原則廃止 

   〇教育委員会と学校間の FAX  利用は令和８年度に原則廃止 

   〇押印は既に原則廃止と整理済みであるため、慣行上押印利用が残ってい

る等の理由で原則廃止されていない学校に対しては、押印の見直しの周

知徹底を図る 


